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小
型
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
「
L
E
V
I

2
」
（
愛
称
5
0
R
A
－
Q
）
が
撮
影
し

た
月
面
着
陸
後
の
探
査
機
「
S
L
－
M
」

（
J
A
X
A
、
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
、
ソ
ニ

ー
グ
ル
ー
プ
、
同
志
社
大
提
供
）

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X

A
）
の
小
型
無
人
探
査
機
「
S
L
I
M
（
ス

リ
ム
）
」
が
1
月
2
0
日
、
日
本
初
の
月
面
着

陸
に
成
功
し
た
。
着
陸
直
前
に
メ
イ
ン
エ

ン
ジ
ン
が
破
損
し
た
も
の
の
、
最
大
の
目

標
だ
っ
た
誤
差
1
0
0
㍍
程
度
の
「
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
着
陸
」
も
達
成
。
坂
井
真
一
郎

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
記
者
会
見

で
、
「
S
L
I
M
が
実
現
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
行
け
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
着
陸

し
て
探
査
し
よ
う
と
い
う
人
が
出
て
く

る
。
新
し
い
扉
を
開
い
た
」
と
胸
を
張
っ

た。
2
0
2
3
年
9
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

S
L
I
M
は
、
3
カ
月
半
後
の
1
2
月
2
5
日

に
月
を
周
回
す
る
跡
鞘
軌
道
に
投
入
さ
れ

た
。
着
陸
地
点
の
「
神
酒
の
海
」
に
あ
る

ク
レ
ー
タ
ー
を
目
指
し
、
飛
行
中
に
撮
影

し
た
月
面
画
像
を
詳
細
な
地
形
デ
ー
タ
と

比
較
し
な
が
ら
位
置
を
把
握
す
る
「
画
像

照
合
航
法
」
で
接
近
。
計
1
4
回
の
照
合
は

い
ず
れ
も
正
確
だ
っ
た
。

し
か
し
、
着
陸
の
約
3
0
秒
前
、
高
度
約

5
0
㍍
で
2
基
あ
る
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
片

ず
、
機
能
し
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

坂
井
氏
は
、
エ
ン
ジ
ン
が
直
前
ま
で
正

常
に
動
作
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
エ

ン
ジ
ン
以
外
の
外
的
要
因
が
波
及
し
た
可

能
性
が
高
い
」
と
指
摘
。
原
因
究
明
を
継

続
す
る
意
何
を
示
し
た
。

S
L
I
M
「
探
査
の
扉
開
い
た
」
／

精
密
着
陸
、
科
学
観
測
も
完
遂

方
が
破
損
。
残
る
1
基
で
降
下
を
継
続

し
、
ゆ
っ
く
り
し
た
速
度
で
着
地
し
た
。

最
終
的
に
は
東
に
約
5
5
㍍
ず
れ
、
太
陽
電

池
が
上
面
に
向
く
は
ず
が
、
エ
ン
ジ
ン
破

損
の
影
響
で
垂
直
に
「
逆
立
ち
」
し
た
姿

勢
に
。
着
陸
直
後
は
太
陽
光
が
当
た
ら

搭
載
機
器
の
う
ち
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
2
機

は
、
着
陸
直
前
に
投
下
さ
れ
月
面
で
活

動
。
こ
の
う
ち
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
な
ど
と
共

同
開
発
し
た
「
L
E
V
－
2
」
は
S
L
I

M
の
機
体
を
撮
影
し
、
地
球
に
送
信
し

た
℃
科
学
観
測
用
の
分
光
カ
メ
ラ
は
、
太

陽
電
池
が
発
電
を
再
開
し
て
以
降
、
予
定

の
撮
影
を
完
了
叫
鉱
物
組
成
な
ど
か
ら
月

の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
が
得

ら
れ
る
と
期
待
せ
れ
る
。

成
果
を
巡
っ
言
、
J
A
X
A
宇
宙
科

学
研
究
所
の
国
中
均
所
長
が
着
陸
直
後
の

会
見
で
「
讐
ぢ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
判

明
後
も
「
6
3
点
」
‥
と
自
己
採
点
し
て
い
た

が
、
政
府
の
宇
宙
政
策
委
員
会
の
常
田
佐

久
委
員
長
代
理
（
国
立
天
文
台
長
）
は
、

「
1
0
0
％
に
近
い
成
功
」
と
高
く
評
価
。

「
月
に
着
陸
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
日
本

が
、
さ
ら
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
ま
で
成
功
し

た
の
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
。
（
国
際
月

探
査
の
）
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に
も
い
い
影

響
が
あ
る
の
は
確
か
だ
」
と
述
べ
た
。

か
ぐ
や
は
2
0
0
7
年
9
月
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
日
本
初
の
本
格
的
な
月
周
回
探
査
機
。
重
さ
約
3
㌦
の
機
体
に
小
型
衛
星

2
基
、
1
4
種
類
Ⅵ
観
測
機
器
と
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
、
約
1
年
半
に
わ
た

っ
て
月
の
高
度
ュ
0
0
㌔
の
軌
道
を
南
北
方
向
に
周
回
。
詳
細
な
地
形
や
重
力
分
布
、

鉱
物
や
元
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
を
行
い
、
0
9
年
6
月
に
制
御
落
下
し
た
。
後
継
と

し
て
検
討
さ
れ
た
着
陸
機
は
実
現
せ
ず
、
大
幅
に
小
型
化
さ
れ
た
S
L
I
M
計
画
が
1
6

年
に
ス
タ
ー
ト
っ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
技
術
の
実
証
を
目
的
と
し
、
科
学
観
測
機
器
は

月
面
の
岩
石
遣
成
な
ど
を
調
べ
る
分
光
カ
メ
ラ
の
み
。
本
体
の
重
さ
は
約
2
0
0
㌔
で
、

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
2
機
を
搭
載
し
た
。


